
我
が
閣
に
於
げ
る
易
思
想
の
護
展

鈴

本

衣笠

i控

日
本
懐
数
研
究
の
一
端
と
し
℃
潟
易
の
俸
来
と
そ
の
前
後
に
つ
い
壬
了
一
一
一
考
察
し
℃
み
た
い
と
思
ム
。
席
討
の
ノ
は
我
が
儒
数
史
上
そ
の
重

要
性
巳
於
℃
は
論
孟
一
等
一
応
劣
つ
℃
ゐ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
、
成
い
意
味
か
伝
考
へ
る
時
は
易
ほ
ど
一
般
的
に
又
特
異
性
の
あ
る
も
の
と
し
℃
、

ヘ
我
が
文
佑
む
影
響
し
℃
ゐ
る
も
の
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
影
響
老
向
く
考
へ
れ
ば
哲
接
的
な
恩
来
と
し
℃
の
整
問
主
成
長
せ
し
め
℃
ゐ
る
が
.

一
一
一
商
緩
め
℃
低
い
枇
舎
一
滑
に
ま
官
侵
入
し
℃
ゐ
る
。
即
ち
あ
る
部
分
に
於
之
は
儒
数
の
道
徳
的
な
立
場
主
離
れ
℃
務
自
な
影
響
を
及
し
℃
ゐ

る
も
の
と
も
言
一
昨
日
得
ょ
う
。
そ
れ
故
腕
却
の
研
究
は
砲
の
儀
典
よ
h
y
も
興
味
が
あ
り
、
喰
に
日
本
一
係
数
の
一
部
門
と
し
℃
の
研
究
の
み
な
ら
宇

民
俗
感
的
な
研
究
広
ま
で
そ
の
範
韻
を
識
げ
得
る
も
の
で
あ
る
。
民
税
を
お
象
と
し
℃
選
ん
だ
意
義
は
此
所
巴
あ
る
が
今
は
た
だ
上
代
主
中
心

と
し
℃
憾
史
的
τ

与
ゼ
の
設
展
の
斌
態
b
L
考
察
し
℃
み
た
い
と
思
ふ
。

一
一
一
、
易
の
倖
楽

外
来
思
怨
巴
あ
っ
支
は
我
が
鶴
巳
於
け
る
そ
の
思
想
の
山
内
護
法
犠
家
に
踏
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
先
づ
最
初
俸
楽
に
つ
い
℃
考
察
し
℃

み
よ
う
。
易
の
一
億
来
と
昔
日
ム
問
題
一
応
つ
い
℃
‘
そ
の
一
易
の
思
想
の
簿
来
、
も
っ
と
共
践
的
に
言
ふ
な
ら
ば
支
郊
に
易
の
存
在
し
℃
ゐ
た
事
主

我
が
溺
民
が
何
時
域
よ
り
知
つ
℃
ゐ
た
か
と
一
一
一
ロ
ム
事
、
宮
第
一
に
考
へ
る
べ
き
で
あ
る
。
併
し
ニ
れ
は
明
確
に
は
一
一
一
日
仏
難
い
。
何
故
な
ら
ば
思

想
の
稔
入
は
物
質
的
な
も
の
の
総
入
と
異
り
毛
れ
が
我
が
文
佑
に
反
攻
し
た
文
化
資
料
で
な
け
れ
ば
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
易
~
の
み
で
註
〈
一
般
に
倫
理
的
友
思
想
が
文
化
巳
茨
映
す
る
に
は
か
な
ち
の
年
月
を
必
要
と
す
る
a

邸
ち
そ
れ
を
砥
聴
し
治
佑
し
℃

一
か
ら
で
友
狩
れ
認
定
。
影
響
法
務
一
れ
友
一
い
か
-
ー
の
で
あ
る
九
摂
一
し
易
~
は
徳
り
一
標
数
思
想
と
異
つ
℃
一
点
と
一
言
ム
信
仰
的
技
術
的
た
部
門
が
付
い
℃

一一一 51一一←



~
一
ゐ
る
。
そ
の
傍
ww
若
し
易
点
一
が
我
が
留
に
総
入
し

7
ぞ
れ
が
我
が
問
問
民
に
受
入
れ
ら
れ
た
'
な
ら
ば
そ
の
文
化
的
影
響
は
平
く
見
出
さ
れ
る
と

A

怠
ム
b

日
仰
い
山
に
つ
い
℃
は
後
越
す
る
が
此
所
で
は
そ
の
怠
恕
を
盛
っ
た
湾
易
の
書
物
の
惇
来
の
時
期
と
言
ム
一
惑
に
限
定
し
℃
み
た
い
。
併
し

そ
れ
に
つ
い
℃
も
様
々
議
論
の
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
一
般
一
応
一
一
日
は
れ
℃
ゐ
る
「
日
本
番
組
」
「
古
事
記
」
に
載
せ
ら
れ
℃
あ
る
、
鹿
紳
天

皇
十
六
年
二
月
五
仁
が
論
詩
十
巻
千
字
文
一
巻
主
翼
悲
し
た
頃
で
あ
ら
う
と
忠
は
れ
る
。
江
村
北
海
は
そ
の
著
日
本
詩
史
に
し
於
い
℃
、

「
憾
紳
天
皇
十
五
年
百
済
問
問
博
士
間
直
岐
来
朝
し
周
易
論
語
考
経
を
獄
宇
。
上
悦
ぶ
。
何
度
肢
を
し
℃
粧
を
諸
皐
子
に
授
け
し
む
。
我
が

邦
一
の
総
務
蓋
し
此
に
肇
る
。
一
再
々
」

と
周
易
が
論
認
と
同
時
に
輪
入
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
℃
ゐ
る
。
然
し
上
代
文
献
に
易
の
事
が
明
か
に
見
え
℃
ゐ
る
の
は
檎
餓
天
皇
か
欽
明
天

皇
の
持
で
あ
る
。
郎
一
ち
線
鶴
天
皇
の
七
年
百
済
よ
り
五
経
博
士
，
段
揚
磁
を
買
し
十
年
五
経
博
士
漠
高
安
茂
を
し
℃
代
ら
し
め
た
こ
と
が
記
'

さ
れ
℃
あ
る
。
こ
の
五
経
博
士
一
及
る
の
五
経
広
は
勿
論
易
終
も
合
ま
れ
℃
ゐ
た
告
で
あ
る
。
又
欽
明
天
皇
十
四
年
六
月
に
は
欝
易
七
販
問
博
士

を
一
民
進
交
代
す
る
こ
と
を
命
じ
、
旦
ト
訟
同
紙
仰
木
薬
物
等
主
求
め
し
め
ら
れ
釣
℃
翠
年
二
月
五
経
博
士
平
一
柳
賞
、
易
博
士
施
徳
一
土
滋
良
、
磁
博

士
間
徳
一
土
保
孫
等
資
す
，
の
惑
が
記
さ
れ
℃
あ
る
。
然
し
ニ
れ
は
封
切
一
が
初
め
℃
正
式
に
戦
廷
の
問
題
と
な
っ
た
と
す
ふ
だ
け
で
、
支
那
と
の

交
渉
か
ら
す
口
へ
ば
一
般
国
一
氏
の
間
に
あ
っ
℃
は
も
そ
れ
よ
り
透
か
以
前
か
ら
融
通
し
℃
ゐ
た
事
は
様
々
の
事
情
を
綜
合
し
℃
知
る
ニ
と
が
出

来
る
。
之
を
支
郊
の
一
記
録
に
よ
っ
℃
み
る
と
我
が
閣
と
支
那
と
の
交
訪
は
確
笈
た
記
録
で
最
も
古
い
も
の
は
例
の
後
漢
書
の
記
事
で
光
武
帝

の
娩
年
中
元
一
一
年
で
我
が
閣
の
議
仁
天
議
第
八
十
六
年
で
あ
る
9

…
土
充
の
論
衡
に
は
周
代
か
ら
の
交
通
が
あ
っ
た
ニ
と
が
設
い
℃
あ
る
が

(
各
八
・
各
十
九
)
ニ
れ
は
正
実
に
は
け
ん
え
歩
、
確
か
な
事
笈
は
知
る
尚
も
無
い
。
前
の
武
帝
の
朝
鮮
紅
定
は
そ
の
元
対
一
一
年
の
ニ
と
で
あ

っ
℃
、
我
が
開
化
天
皇
第
四
十
九
年
に
常
つ
℃
ゐ
る
。
精
し
い
事
は
省
絡
す
る
が
要
す
る
に
正
史
民
体
へ
ら
れ
た
以
前
か
ら
支
那
と
の
交
滋

は
あ
り
、
そ
の
同
一
必
や
や
山
内
務
の
総
入
の
あ
っ
た
こ
と
拭
考
へ
ら
れ
る
P

併
し
そ
の
中
に
易
関
係
の
議
の
有
純
一
一
は
知
る
山
間
も
悠
い
が
、
常
時

の
支
郊
の

mm強
か
ら
見
れ
ば
、
全
然
強
い
と
は
否
定
出
来
な
い
と
怠
ム
。
故
に
漠
代
の
易
の
思
想
の
混
入
さ
れ
℃
ゐ
る
陰
陽
百
一
行
思
想
等
が

我
が
一
例
代
か
ら
上
代
に
か
け
℃
輸
入
さ
れ
作
在
し
た
(
か
否
一
か
を
絡
め
℃
み
る
、
な
ら
ば
‘
そ
の
前
後
一
の
事
紛
が
多
少
な
り
と
も
明
瞭
に
な
る
ぜ

一一一 52一一「



あ
ら
う
。
記
紀
の
神
代
容
の
術
開
設
が
奈
良
時
代
ま
で
惇
へ
ら
れ
た
関
門
叉
漢
字
渓
文
を
以
℃
認
さ
れ
る
民
一
品
お
っ
た
問
応
、
多
少
後
世
の
思

想
及
び
漢
土
の
怒
怨
が
混
入
し
た
ニ
と
は
妓
も
然
い
事
で
あ
る
。
然
し
そ
の
体
訟
は
大
慨
に
於
い
℃
一
例
代
の
侍
設
そ
の
ま
-L

主
お
し
た
も
の

で
、
決
し
℃
記
紀
紙
袋
者
が
安
弘
山
vm
時
の
思
想
中
位
以
℃
総
測
を
起
し
く
し
℃
造
り
出
し
た
説
話
傍
訟
で
は
な
い
。

徳
川
時
代
の
初
世
、
外
宮
の
紳
官
度
合
延
伎
は
「
紳
代
各
論
述
抄
」
に
於
℃
、
一
柳
代
の
容
が
府
易
の
丘
一
行
訟
の
影
響
で
あ
る
と
し
℃
、
そ

れ
b
L
説
く
広
伊
非
諾
稼
は
乾
の
卦
一
一
一
一
世
一
成
就
、
伊
批
叶
法
傘
は
坤
公
一
一
一
設
成
就
に
し
℃
、
外
山
円
山
凶
常
立
得
は
水
徳
の
一
料
、
内
山
抗
日
一
仰
は
火
徳
の

紳
，
溺
つ
封
峠
ぜ
る
も
の
と
考
へ
、
そ
の
流
を
汲
む
山
崎
間
溺
も
一
例
約
一
翠
加
流
の
一
神
道
主
開
き
大
級
陰
防
五
行
に
よ
っ
℃
…
別
代
容
乞
講
じ
諸

般
二
傘
を
陰
陽
二
試
の
作
用
と
し
、
他
の
諸
一
糾
b
L
瓦
行
の
作
川
と
し
ち
殊
に
土
金
体
主
以
℃
日
本
紀
の
秘
説
・
紳
巡
の
ん
示
板
と
し
た
。
然
し

な
が
ら
巣
し
℃
共
の
説
く
所
の
如
く
で
あ
る
な
ら
ば
、
わ
が
訓
話
は
陰
陽
五
行
訟
の
上
に
組
立
℃
ら
れ
た
も
の
台
、
科
代
の
人
々
の
問
巳
易

の
思
恕
が
普
及
し
℃
ゐ
た
と
一
一
段
は
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
ニ
れ
に
綴
し
℃
平
く
は
太
山
中
存
事
が
排
迩
裂
を
著
し
、
伊
勢
点
丈
は
「
一
利
道
総
説
」

を
作
つ
℃
そ
れ
に
反
お
レ
℃
ゐ
る
。
記
紀
主
陰
陽
五
行
一
訟
を
以
℃
説
く
の
は
俗
紳
道
家
が
紳
道
に
刻
一
論
的
背
一
影
玄
つ
け
る
偽
に
故
立
に
二
ぢ

づ
け
た
も
の
で
、
我
が
閣
広
於
け
る
泣
児
一
料
、
腕
児
科
の
二
一
料
、
或
は
和
魂
荒
魂
の
二
気
の
如
き
は
決
し
℃
易
の
陰
防
か
ら
来
た
も
の
で
は

な
く
わ
が
太
古
の
民
放
の
自
然
に
・
考
へ
た
一
設
の
二
元
論
で
あ
っ
℃
、
わ
が
民
族
が
太
古
に
於
い
℃
支
那
と
交
一
地
接
鱗
の
あ
っ
た
に
せ
よ
‘

漢
民
放
の
陰
協
訟
は
ζ

の
黙
関
係
の
縦
一
い
と
断
や
る
を
五
設
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
若
し
絞
に
わ
が
神
話
を
支
郊
の
陰
陽
設
の
影
響
と
す
る

、
な
ら
ば
陰
幼
瓦
行
の
観
念
は
わ
が
図
ほ
ん
の
脳
裏
に
深
く
刻
ま
れ
℃
神
代
以
来
世
々
の
経
訟
良
質
に
も
っ
と
/
¥
共
の
痕
跡
主
苛
め
た
答
で
あ

っ
た
骨
し
か
る
に
正
式
じ
払
輸
入
さ
れ
た
欽
明
天
皇
以
後
で
す
ら
そ
の
影
響
は
見
ら
れ
な
い
程
で
あ
る
か
ら
、
易
の
体
米
に
綴
し
℃
は
前
述
の

玉
突
に
現
れ
た
欽
明
天
皇
の
頃
と
考
へ
℃
ょ
い
と
怠
ム
。

二
、
上
代
易
撃
の
紋
態

鰭
℃
然
ら
ば
総
神
楽
後
に
於
け
る
日
明
感
が
如
何
な
る
取
態
で
あ
っ
た
か
考
へ
℃
み
よ
う
。
-
漢
に
易
博
士
の
停
来
は
明
記
レ
℃
あ
る
が
、
未
だ

そ
れ
を
棒
、
脅
し
免
と
一
戸
時
ふ
記
事
捻
見
、
ぇ
友
い
1

一
怒
ふ
ち
吃
の
一
墳
は
域
開
詑
等
の
専
門
の
誇
土
佐
忍
七
℃
時
立
に
従
つ
℃
制
初
任
~
r
h
於
い
℃
用
。
会
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f
一
を
の
ん
々
在
住
じ
℃
~
市
似
た
む
遜
宗
一
廷
が
タ
誌
と
一
蕊
一
i

会
~
常
時
代
。
接
続
一
の
一
様
子
忍
知
る
一
}
娘
、
一
の
資
料
一
色
あ
る
え
費
令
の
路
市
令
巳
よ
れ
ぼ
易

が
閣
閥
解
の
数
別
府
へ
と
し
℃
諜
せ
ら
れ
℃
ゐ
る
。
郎
ち

「
凡
経
問
易
i

傷
害
・
関
鰻
・
議
機
・
宅
設
・
春
秋
・
心
江
氏
停
各
話
一
絞
」

と
あ
り
そ
の
誌
に
、

「
凡
教
授
正
謀
議
焼
却
…
郷
宗
主
押
収
。

f
w税
引
十
鈴
一
仁
似
…
諸
…
…
盟
関
」

と
あ
り
五
・
郷
い
づ
れ
か
一
方
主
選
ん
で
態
ぺ
ば
よ
か
っ
た
。
特
に
二
詑
共
に
習
得
し
た
者
は
之
主
持
楼
と
認
め
℃
ゐ
た
の
rY
あ
る
。
二
れ

に
よ
れ
ば
問
易
が
我
が
凶
入
に
読
ま
れ
℃
ゐ
た
ニ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
一
方
大
資
令
主
客
説
的
に
見
る
友
ら
ば
ニ
れ
は
ぽ
制
の
模
倣
で
あ

っ
℃
、
製
制
rw
蹴
む
℃
は
必
‘
ず
し
も
我
が
問
問
古
米
の
努
憤
玄
考
へ
合
せ
℃
出
来
上
っ
た
も
の
と
は
巧
へ
ら
れ
な
い
。
易
が
凶
感
の
教
科
と
し

℃
場
げ
ら
れ
℃
ゐ
る
事
も
，
必
宇
し
も
日
坊
が
重
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
事
は
明
瞭
で
あ
る
ο

こ
の
犬
繁
令
の
犠
制
に
よ
っ
℃
ど
の
松
良
に
接
士
主
養
成
し
た
'
か
げ
山
つ
い
℃
は
記
録
が
浅
つ
℃
ゐ
な
い
。
然
し
多
少
な
り
と
も
易
主
読
む

!
八
が
ゐ
た
事
は
様
で
あ
る
。
が
ニ
の
感
制
民
あ
る
が
如
く
郷
一
任
又
は
一
十
一
読
む
よ
り
℃
易
経
主
読
ん
だ
と
し
℃
も
ど
の
杭
皮
ま
合
そ
れ
を
読
み

待
た
か
、
又
そ
れ
巳
ょ
っ
℃
如
何
な
る
知
識
主
得
た
か
と
言
ム
、
な
ら
ば
、
桜
め
℃
心
細
い
欣
態
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ム
。
何
故
な

¥
 

メ
り
ば
、
総
入
常
時
巴
於
℃
は
前
一
に
n却
の
思
怨
を
吟
味
す
る
絞
に
日
本
国
民
の
文
化
的
精
神
は
向
上
し
℃
ゐ
た
と
は
忠
は
れ
守
、

mN
ち
易
の
思

想
は
日
本
人
の
持
つ
思
想
よ
り
も
澄
に
純
度
の
高
い
忠
恕
で
、
易
b
L
読
ん
寸
も
結
以
内
断
片
的
友
松
々
の
知
識
を
外
倒
的
応
援
合
す
る
の
み

で
1

共
の
意
義
主
探
究
考
察
す
る
力
は
養
は
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
放
に
上
代
に
於
け
る
易
態
と
言
ふ
も
の
は
去
一
断
的
な
波
警
と
一
世
間
ム
黙
に

止
つ
℃
ゐ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
怠
は
れ
る
。

以
上
の
如
き
易
紘
一
a

の
欣
態
で
あ
る
か
ら
必
然
文
化
的
な
易
の
影
響
も
桜
め
℃
乏
し
い
。
ん
ー
そ
の
臼
ぼ
し
い
も
の
を
上
代
文
献
む
徴
し
℃
み

る
な
ら
ば
、
第
一
一
は
古
事
記
の
序
文
で
あ
る
。

「
火
滋
元
紙
擬
気
象
未
効
然
名
無
得
9

誰
知
北
ハ
形
然
乾
坤
初
分
。
参
一
料
作
一
議
化
之
訴
。
陰
陽
期
間
二
接
待
群
品
之
純
一
五
々
I

…
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よ
り
始
る
和
銀
五
年
安
寓
侭
の
奉
っ
た
文
章
に
は
多
く
の
易
経
の
文
学
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
古
事
誌
の
本
文
の
中
に
も
易
の
文
付
は
使
用

さ
れ
、
ザ
〈
紀
祝
詞
宣
命
終
協
集
等
に
も
、
多
少
さ
う
し
た
も
の
は
見
ら
れ
る
が
こ
れ
等
は
多
く
文
章
修
飾
上
に
使
附
し
た
も
の
で
、
こ
れ
な

以
J
'
M
H
命
の
思
想
主
政
解
し
℃
ゐ
た
と
考
へ
る
の
は
平
討
で
あ
る
。

一
同
様
な
例
で
あ
る
が
寓
葉
集
の
中
に
総
郎
官
御
法
器
の
時
の
歌

「
我
関
者
常
世
爾
成
牟
。
飽
食
官
。
一
例
議
毛
新
代
登
来
乃
前
繭
持
越
流
、
出
洪
水
乃
都
麻
手
乎
百
不
日
比
五
十
日
太
繭
作
訴
烈
兵
卒
♂

と
あ
る
。
こ
れ
は
何
間
格
者
の
事
を
一
一
一
円
り
た
も
の
で
創
作
意
志
の
下
に
ゆ
常
か
れ
た
叙
情
文
接
の
中
に
か
う
じ
た
分
子
の
混
入
し
℃
ゐ
る
こ
と

は
易
鮮
の
忠
恕
等
が
あ
る
強
度
ま
で
我
が
閣
に
入
つ
℃
来
℃
ゐ
る
の
で
は
い
渋
い
か
と
忠
は
れ
る
。
そ
の
よ
い
賀
稔
と
し
℃
従
来
か
ら
「
十
七

僚
の
怒
法
」
が
論
ぜ
ら
れ
℃
ゐ
る
。
総
資
秀
拭
「
十
七
篠
の
憲
法
に
於
い
℃
悲
訟
の
僚
磁
を
十
七
依
に
分
け
た
事
は
単
に
俊
文
の
必
要
か
ら

十
七
依
げ
山
分
け
た
の
か
又
そ
れ
に
利
か
の
窓
味
が
あ
っ
た
錦
糸
と
宮
ム
事
に
関
し
℃
、
「
諌
徳
太
子
紗
」
に

ぺ
十
七
ト
ハ
老
除
数
、
七
ハ
少
防
数
ナ
リ
y
X
七
ラ
本
ト
ス
ル
ー
世
二
十
八
桁
モ
七
ツ
ノ
四
方
ラ
治
ス
ル
告
。
成
敗
ト
…
五
モ
成
総
持
行
投
義
犬

路
・
告
。
敗
ハ
懲
悪
行
部
議
テ
陰
極
。
故
以
成
敗
義
准
陰
陽
之
数
、
十
七
ケ
依
-
一
作
H
Y

給
也
。
」

と
述
べ
℃
そ
れ
を
易
の
陰
陽
の
影
響
に
よ
っ
℃
特
に
十
七
と

ム
数
に
し
た
と
述
べ
℃
ゐ
る
。
然
し
易
の
老
陰
・
老
防

'vmJ
絵
タ
協
は
十
と

七
と
の
数
で
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
℃
間
同
長
之
氏
が
日
本
漢
文
接
史
に
於
い
℃
管
子
の
γ

丘
一
行
総
の

「
一
六
議
以
九
制
。
地
灘
以
八
制
。
入
芯
以
ム
ハ
制
。
以
天
怒
父
以
地
銘
母
。
以
均
一
一
乎
前
向
物
一
以
総
一
一
統
。
)

を
引
き
、
又
蒋
秋
・
総
警
・
楚
都
・
春
秋
元
命
芯
等
を
引
用
し
℃
陽
の
数
の
桜
を
九
、
陰
の
数
の
磁
を
八
と
し
℃
合
計
十
七
に
し
℃
陰
陽
忍

恕
よ
り
来
れ
る
も
の
と
結
論
し
℃
ゐ
る
。
市
し
℃
常
時
太
子
の
憲
法
後
布
の
動
機
は
必
宇
易
総
よ
り
来
れ
る
こ
と
は
推
察
出
来
る
の
で
あ
っ

τ、
そ
れ
は
二
の
憲
法
議
布
の
年
に
関
し
℃
易
鮮
の
甲
子
革
令
の
年
に
合
つ
℃
、
そ
の
認
に
護
布
し
た
一
帯
は
、
一
ニ
等
法
行
の
革
令
勘
文
民
も

「
十
一
一
年
甲
子
恭
一
士
月
一
始
賜
怒
一
位
各
者
援
。
有
様
仁
義
勝
智
信
会
十
二
階
玄
関
月
皇
太
子
壌
憲
法
十
七
傑
一
再
々
。
然
知
本
税
制
冠
校
法
令

仏
側
矛
総
・
ザ
ロ
夫
山
間
稿
用
e

子
之
年
関
紙
非
甲
子
率
AZι
験
乎
」
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一
と
お
子
、
最
近
掬
間
延
之
誌
が
コ
巡
拝
奈
良
一
綴
の
藻
丈
島
r

」
に
及
い
℃
易
鮮
に
基
い
た
甲
子
革
令
の
忍
恕
に
よ
っ
℃
後
布
し
た
一
弘
主
持
殺
し

ず
M

ゐ
る
。
推
古
天
皇
十
二
年
の
干
支
は
恰
も
甲
子
に
怒
っ
℃
ゐ
る
の
で
太
子
の
卒
令
の
時
期
と
し
℃
十
二
年
を
以
℃
怒
法
後
布
と
し
た
の
も

ニ
の
易
の
影
響
に
よ
る
も
の
寸
あ
る
。
注
ハ
の
他
考
徳
天
皇
の
詔
議
に
も
易
の
文
句
等
見
ら
れ
上
代
文
献
上
巳
多
少
易
の
怠
恕
の
見
ら
れ
る
ニ

と
に
よ
っ
℃
あ
る
怒
皮
易
の
読
ま
れ
℃
ゐ
た
事
は
推
察
出
来
よ
う
が
併
し
そ
れ
も
ほ
ん
の
一
部
に
mm
っ
た
の
み
で
あ
っ
た
。

一
日
一
、
易
点
に
つ
い
℃

以
上
述
べ
た
の
は
主
と
し
℃
、
易
経
の
替
物
、
宮
中
心
と
し
℃
の
体
一
来
と
影
響
で
あ
っ
た
が
、
弐
に
特
に
易
一
の
点
、
即
ち
投
法
に
つ
い
℃
の

体
来
と
そ
の
停
授
等
の
問
題
主
将
合
℃
み
よ
う
。
我
が
閣
に
於
け
る
易
の
倖
来
は
易
の
簡
単
閥
的
及
停
来
と
技
術
的
な
れ
切
ぃ
仰
の
侍
来
と
を
者
へ

る
必
要
が
あ
る
。
二
れ
は
我
が
問
問
に
於
い
℃
特
に
分
け
ら
れ
た
の
で
は
左
く
.
総
入
時
に
於
い
℃
銃
r
h

ニ
の
一
附
者
は
区
別
さ
れ
V

℃
ゐ
た
誌
に

も
よ
る
が
、
我
が
路
に
伴
来
し
℃
来
た
時
そ
れ
主
体
一
授
す
る
者
が
川
内
(
ハ
/
℃
ゐ
た
得
に
そ
の
阪
別
が
廷
に
は
っ
き
り
と
し
℃
来
た
の
寸
あ
る
。

携
一
一
目
す
る
な
ら
ば
我
が
氏
族
制
度
に
よ
り
常
時
践
に
世
襲
の
官
職
が
存
し
℃
ゐ
た
。
そ
の
お
に
間
半
間
の
方
な
一
一
川
お
ペ
ポ
析
と
方
技
的
な
家
れ
と

は
挺
別
さ
れ
℃
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
易
が
総
入
さ
れ
た
時
に
易
と
言
ム
も
の
L

見
解
が
二
つ
応
分
れ
た
。
大
ん
M
A
令
巳
克
つ
℃
ゐ
る
如

く
、
務
間
的
な
凡
地
か
ら
見
れ
ば
郷
円
以
五
詑
等
に
よ
っ
℃
易
経
主
的
勝
ぷ
経
接
的
方
耐
と
、
一
つ
は
易
経
に
附
随
し
℃
伴
米
し
℃
京
市
た
と
忠
は

れ
る
い
勿
一
点
主
主
と
し
た
方
校
的
方
耐
と
に
分
れ
た
の
で
あ
る
。
日
間
し
℃
際
問
的
な
方
一
間
は
前
越
の
如
く
大
変
令
の
率
制
に
あ
る
が
如
き
鋭
分

と
な
り
、
一
方
易
ぃ
内
の
方
は
後
述
す
る
如
く
大
変
令
に
℃
は
中
務
省
の
陰
陽
祭
に
入
り
、
後
に
は
紳
紙
官
一
の
ト
部
が
之
主
計
る
に
市
一
っ
た
の

で
あ
る
。
次
に
こ
の
方
耐
に

ο
き
論
じ
℃
み
た
い
と
氾
ム
。

さ
℃
易
ぃ
向
の
術
開
市
水
に
つ
い
℃
そ
の
時
期
の
問
磁
で
あ
る
が
，
正
式
に
易
一
い
か
の
術
の
体
へ
ら
れ
た
と
忍
は
れ
る
の
は
、
日
本
紀
の
松
布
一
大
白
川

の
僚
に
、
寸
十
年
多
十
月
百
一
併
併
税
川
初
心
栄
之
。
的
資
一
勝
本
及
天
文
地
総
選
一
抹
慈
市
方
術
之
者
也
是
特
選
一
寄
生
一
一
一
間
人
以
仲
間
諸
問
於
続
初
突
9

防
幼
奥

秘
王
線
初
日
係
法
口
大
友
村
主
両
線
路
十
日
…
天
文
慈
市
プ
山
背
認

H
妓
ふ
ん
附
れ
ず
方
術
叩
背
山
静
成
レ
業
。
」
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二
れ
広
よ
る
方
衡
と
は
H

都
市
等
主
合
む
も
の
で
あ
っ
た
と
怒
は
れ
る
。
滋
時
の
間
進
、
主
義
の
政
治
家
は
斡
宇
お
よ
り
間
接
民
文
郊
の
思
惣

を
汲
入
す
る
rw
満
足
せ
宇
‘
直
接
に
支
那
と
交
通
主
間
一
き
推
古
天
皇
十
五
年
七
月
初
め
℃
小
野
妹
子
主
情
に
設
し
，
認
年
九
月
一
持
び
之
を
大

使
と
し
℃
汲
浩
一
す
み
や
習
塾
生
接
持
借
り
随
行
あ
り
好
明
天
皇
の
持
ニ
れ
等
の
人
々
が
相
次
い
で
版
文
化
を
一
溺
ら
し
蹄
ヴ
℃
、
ギ
徳
一
え
設
の

大
化
革
新
の
索
地
主
作
っ
た
。
此
の
間
広
一
沿
い
℃
易
山
一
が
流
入
し
た
事
は
忽
像
に
難
く
な
い
事
で
あ
る
。
明
瞭
な
一
純
一
品
ず
と
し
℃
少
し
時
代
は

下
る
が
、
孝
議
天
皇
一
の
天
子
資
字
元
年
十
一
月
突
如
仰
の
劫
に
事

「
知
関
川
桝
年
諸
慰
博
士
欝
一
郎
多
非
一
比
ハ
才
;
:
:
自
今
己
後
不
得
克
然
北
九
一
頃
議
絞
生
一
日
経
:
:
:
陰
陽
生
昨
必
殺
撰
陰
陽
書
・
背
帝
金
段
瓦
一
行
大

義
」
(
続
日
本
記
各
一
一
ト
)

と
あ
る
如
く
易
点
の
総
入
は
少
く
と
も
大
化
改
新
ま
で
に
は
総
入
さ
れ
、
考
議
天
皇
の
頃
に
は
質
際
的
に
用
び
ら
れ
℃
ゐ
た
と
忠
一
ム
。

北
に
禰
つ
℃
ト
占
の
方
術
い
を
如
何
に
し
℃
我
が
上
代
人
が
受
入
れ
た
か
と
昔
前
ム
問
題
に
な
る
が
、
日
仰
の
諮
問
的
思
想
と
一
一
一
向
ふ
も
の
は
体
来

持
に
於
い
℃
我
が
関
民
に
そ
れ
を
受
入
れ
る
巳
十
分
は
絡
紳
的
索
、
養
が
無
か
っ
た
潟
巳
十
分
治
佑
出
来
ゃ
に
終
っ
た
こ
と
は
銃
に
地
ぺ
た
所

で
あ
る
が
同
様
の
事
を
易
h
a
け
に
つ
い
℃
も
考
へ
℃
み
よ
う
。

ト
点
の
道
は
我
が
閣
に
於
い
℃
も
太
古
よ
ち
有
し
一
柳
窓
を
悦
び
疑
一
惑
を
伏
す
る
の
に
同
有
の
方
法
と
し
℃
太
山
の
法
が
あ
っ
た
。
一
別
代
紀

一
番
、
美
斗
能
麻
五
(
波
比
の
様
、
古
事
誌
の
同
僚
に
見
え
℃
ゐ
る
が
、
そ
の
方
法
は
淡
々
木
主
も
っ
て
鹿
の
屑
骨
を
灼
き
そ
の
割
裂
の
献
に

よ
っ
℃
占
ふ
も
の
で
、
ニ
の
点
法
は
一
例
代
以
後
に
於
い
℃
も
翠
仁
天
皇
の
僚
に
も
見
え
、
市
内
葉
集
各
十
関
東
款
に
も
出
℃
ゐ
る
か
ら
奈
良
羽

ま
で
も
そ
の
遺
法
は
存
し
℃
ゐ
た
も
の
と
怒
は
れ
る
。
而
し
℃
奈
良
時
代
に
支
郊
の
占
法
と
し
℃
鶏
ト
の
法
と
易
占
の
法
が
停
来
し
℃
来
た

の
で
あ
る
1

こ
の
補
者
の
俸
来
の
時
期
氾
つ
い
℃
史
む
現
れ
た
所
で
は
議
ト
の
記
事
は
山
栄
一
料
紀
七
年
二
月
半
卯
の
沼
に
、

「
宣
命
…
紳
議
以
何
棟
。
致
尖
之
所
由
。
」

と
あ
ち
易
占
よ
り
も
古
之
く
そ
の
方
法
は
そ
の
ま
L
太
古
の
法
主
司
る
す
即
ち
一
料
祇
ん
誌
に
よ
っ
℃
沼
び
ら
れ
、
鹿
ト
の
補
と
し
℃
併
用
さ
れ
℃

ゐ
免
が
、
一
一
護
士
民
一
一
北
七
一
宅
額
一
使
寸
あ
一
つ
一
党
議
↓
と
，
一
つ
に
は
支
部
文
明
の
勢
力
が
浸
潤
す
る
に
従
つ
℃
文
郊
の
文
化
祭
拝
の
結
果
箆
ト
の
法
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協
議
応
援
れ
J
U
議

-fo法
応
援
つ
℃
行
っ
た
。
階
蕃
経
籍
、
志
・
援
養
護
文
志
に
は
五
行
家
の
番
目
の
中
に
議
ト
・
易
点
の
蓄
を
敬
め
℃
あ
る

一
こ
と
よ
り
見
℃
此
の
鶏
ト
は
支
郊
に
於
℃
は
陰
陽
五
行
家
の
掌
る
所
で
あ
っ
た
。
然
る
に
必
が
閣
に
℃
は
易
占
の
み
陰
陽
師
の
手
に
あ
っ
℃

鐙
ト
の
み
は
陰
陽
師
が
之
に
従
事
し
た
形
跡
が
無
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
原
因
は
支
郊
の
点
で
あ
る
議
ト
易
出
の
中
議
ト
の
み
が
常
時
の
点
を

司
る
す
織
に
あ
っ
た
榊
紙
官
ト
部
に
採
用
さ
れ
、
こ
れ
を
一
料
紙
官
の
占
法
の
了
と
し
て
既
に
用
ひ
ら
れ
℃
ゐ
た
。
そ
の
お
大
賞
令
が
制
定
さ

れ
る
持
に
ト
点
の
訟
は
太
ト
者
に
依
っ
た
の
に
拘
ら
宇
そ
の
中
鶏
ト
の
法
の
み
は
陰
陽
努
の
般
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
十
一
例
秘
官
の
手
に
泣

い
た
も
の
で
あ
る
。

之
b
b
逆
に
考
へ
℃
み
℃
、
支
那
に
於
い
℃
は
議
ト
と
易
ト
仰
と
は
同
じ
地
牧
に
あ
る
も
の
が
我
が
協
に
払
納
入
さ
れ
℃
は
範
ト
の
み
紳
紙
背
に

用
ひ
ら
れ
た
の
は
易
出
よ
り
も
懇
ト
の
方
が
先
に
停
来
し
た
震
で
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
、
際
史
的
に
見
℃
も
前
惑
の
如
く
五
史
に
現
れ
た
詑

一
事
に
於
℃
は
範
ト
の
方
が
平
く
載
せ
ら
れ
℃
ゐ
る
。
刀
〈
仮
に
鶏
ト
と
易
占
と
大
鰐
同
時
に
停
来
し
た
も
の
と
し
た
な
ら
ば
そ
れ
は
諮
ト
の
方

法
が
太
点
の
方
法
に
似
℃
ゐ
た
岱
に
太
点
の
訟
で
占
つ
℃
ゐ
た
一
別
紙
官
が
用
ひ
易
か
っ
た
銭
で
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
私
見
と
し
℃
は

議
ト
の
停
来
の
方
が
易
占
よ
り
も
先
で
あ
っ
た
穏
で
あ
る
と
怒
ム
。

一
般
に
我
が
関
に
於
け
る
出
法
の
料
俊
一
遊
を
説
く
者
は
太
市
の
法
よ
り
鶏
ト
の
法
と
な
h

り
更
に
易
占
へ
と
幾
つ
℃
行
っ
た
こ
と
を
迷
ペ
℃
ゐ

る
が
、
愛
際
に
於
℃
は
今
迷
ペ
た
如
く
太
占
は
鶏
ト
へ
移
っ
た
の
で
あ
る
が
、
易
出
は
陰
陽
努
の
博
士
の
千
に
よ
っ
℃
市
は
れ
こ
の
一
山
者
は
決

し
℃
同
一
の
者
に
ょ
っ
℃
行
は
れ
た
の
で
は
な
く
お
立
平
行
し
℃
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
一
般
に
説
く
如
く
鶏
ト
の
訟
を
司
る

者
が
そ
れ
を
捻
℃
L
易
占
へ
と
移
っ
た
の
で
は
友
い
。
た

y
平
安
朝
頃
よ
り
易
点
の
方
が
鐙
ト
よ
り
勢
力
を
符
℃
易
ぃ
・
仰
が
重
ぜ
ら
れ
℃
来
た

得
、
一
見
識
ト
が
易
占
へ
と
一
巡
っ
た
如
き
紋
態
主
主
し
た
ま
で
H
L

あ
る
。
然
し
℃
こ
の
補
者
は
盛
衰
が
あ
っ
た
に
し
℃
も
奈
良
時
代
に
於
い

℃
は
陰
陽
祭
の
博
士
は
紳
紙
官
の
鶏
ト
と
釘
立
し
℃
易
占
b
L
行
っ
た
も
の
で
、
営
努
の
御
ト
と
し
℃
常
時
の
朝
廷
の
大
事
を
点
っ
た
も
の
で

あ
る
。
然
し
な
が
ら
常
時
に
あ
っ
℃
は
鶏
ト
の
方
が
雷
…
ぜ
ら
れ
た
ら
し
く
若
し
も
官
祭
そ
の
特
を
異
に
す
る
時
は
常
に
官
ト
に
従
っ
た
ら
し

く
、
日
本
後
紀
に
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「
犬
同
一
五
年
一
一
一
月
了
亥
限
定
時
、
日
赤
無
光
。
大
井
比
叡
小
野
架
橋
野
等
山
共
焼
;
:
:
上
以
怨
所
定
段
地
近
加
茂
一
料
。
疑
是
一
一
仰
致
尖
火
乎
o

mN
決
ト
銃
来
有
共
祭
。
上
自
初
ト
山
段
。

m
M
従
也
籍
不
従
也
。
今
尖
則
撤
パ
頻
来
。
可
不
様
獄
。
即
近
総
新
口
火
災
立
滅
。

と
あ
る
に
よ
り
℃
も
又
、
「
類
来
符
笠
抄
」
の
第
一
一
一
保
異
事
の
官
寮
の
・
ぃ
刊
の
記
事
b
L

比
較
す
れ
ば
直
に
明
瞭
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

籍
ト
を
重
ん
じ
た
事
は
一
つ
は
一
料
紙
に
闘
し
℃
は
わ
が
閣
の
問
仰
を
重
ぜ
ら
れ
た
結
果
で
も
あ
ら
う
が
、
他
の
現
出
と
し
℃
は
鶏
ト
の
訟
は
平

く
よ
り
我
が
践
に
於
℃
占
の
質
構
を
撮
っ
℃
ゐ
た
紳
祇
官
に
よ
っ
℃
司
ら
れ
℃
ゐ
た
伐
に
、
犬
繁
令
に
よ
っ
℃
新
に
制
さ
れ
た
陰
陽
寮
の
易

点
よ
り
も
織
力
を
も
っ
℃
ゐ
た
ニ
と
は
常
然
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。

儲
℃
次
に
ニ
の
日
切
ぃ
山
b
L
司
っ
た
陰
陽
寮
と
は
如
何
友
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
制
度
と
易
と
の
関
係
を
考
へ
℃
み
よ
ろ
。
陰
陽
寮
の
名
稀

の
初
め
℃
認
鈴
に
見
え
た
の
は
日
本
紀
の
天
武
夫
議
四
年
五
月
の
僚
に
あ
る
白
叉
同
紀
朱
お
元
年
正
月
の
僚
に
は
高
名
の
陰
陽
仰
を
召
し
℃

食
総
を
賜
っ
た
率
、
持
続
紀
六
年
二
月
の
僚
に
は
伊
勢
行
幸
に
よ
り
陰
陽
博
士
沙
門
法
織
を
刀
ー
し
て
銀
友
賜
へ
る
こ
と
等
が
載
せ
ら
れ
℃
あ

る
か
ら
朝
廷
の
陰
陽
滋
に
擬
す
る
ん
日
制
職
業
主
定
め
た
の
は
犬
繁
令
に
始
ま
ら
や
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
部
し
℃
大
化

改
新
の
時
に
も
此
寮
が
建
℃
ら
れ
た
事
は
大
変
令
に
見
え
る
如
く
で
あ
る
。

陰
間
紛
寮
は
中
務
省
に
開
局
し
、
技
術
す
と
し
℃
、

陰
陽
腕
六
人
従
七
位
上
ハ
掌
市
栄
一
相
地
等
一
事
)

陰
滋
博
士
一
人
一
止
七
位
下
ハ
掌
数
陰
陽
生
等
)

陰
陽
生
十
人

一
潜
博
士
一
人
総
七
位
上
ハ
掌
治
療
及
数
蕗
生
等
〉

暦
生
十
人

天
文
博
士
一
人
正
七
位
下
公
革
一
族
天
文
集
色
、
有
異
密
封
奉
及
教
天
文
生
等
。
〉

一↑ン一天文生
ιIT
入
4
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滋
匙
博
士
二
入
従
七
位
下
ハ
掌
卒
守
反
了
伺
漏
魁
之
箆
)
ハ
省
略
)

是
等
の
職
制
が
腐
の
模
倣
で
あ
る
こ
と
は
一
一
日
ふ
ま
で
も
友
く
陰
陽
寮
に
於
け
る
機
構
は
易
・
一
路
・
天
文
の
一
一
一
誠
一
b
L
粂
ね
宅
関
家
須
要
の
一
惑
と

し
℃
重
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
天
平
二
年
一
一
一
丹
大
政
官
よ
り
奉
れ
る
奏
丈
に
‘

寸
陰
陽
陵
商
術
又
七
際
競
版
関
等
類
関
山
梨
要
道
不
得
際
問
問
。
一
再
々
」

と
あ
り
陰
陽
道
な
る
も
の
が
関
家
の
重
要
な
殺
で
あ
っ
た
。
ニ
の
陰
陽
寮
に
於
い
℃
は
如
何
な
る
接
間
を
す
る
か
と
一
宮
内
ふ
一
惑
に
つ
い
℃
は
大

賞
令
巳
は
明
記
が
無
い
が
、
紋
日
本
紀
孝
議
天
皇
の
録
、
天
平
資
宇
一
五
年
十
一
月
笑
卯
の
効
に
陰
陽
安
感
生
の
教
科
設
問
中
む
指
定
し
℃
ゐ
る
。

。。

「
天
文
生
天
官
議
。
務
管
天
文
志
。
一
一
一
律
議
。
韓
問
仰
天
文
要
集
。
陰
陽
一
生
潟
易
。
新
撰
陰
妨
害
。
寅
帝
金
援
。
五
行
大
義
」

之
一
等
に
通
事
J
r

る
者
主
任
用
し
た
の
で
あ
る
。

又
中
務
行
。
解
ー
又
に
よ
れ
ば
共
の
談
議
b
L
陰
陽
得
業
生
r
h

は
十
一
平
預
金
絞
・
周
一
日
切
の
二
部
主
恭
げ
℃
ゐ
る
。
ニ
れ
よ
り
見
℃
陰
陽
一
奈
の
陰
陽
師

は
周
目
勿
乞
説
む
べ
き
で
あ
っ
た
事
は
知
り
得
る
が
、
そ
の
問
易
主
如
何
巳
し
℃
又
如
何
な
る
設
に
よ
っ
℃
談
ん
だ
か
知
る
尚
も
無
い
が
大
壊

の
方
万
五
織
の
誌
に
依
っ
た
の
に
お
し

τ、
寮
の
方
は
紘
一
番
乞
中
心
と
し
た
事
は
想
像
向
来
よ
う
。
然
し
乍
ら
陰
陽
道
は
閣
内
水
必
須
の
誌
と

し
℃
官
紛
さ
へ
設
け
ら
れ
℃
数
育
も
毛
ニ
で
掌
っ
た
け
れ
と
も
英
の
術
は
桜
一
め
℃
秘
密
的
な
も
の
で
，
そ
の
体
授
等
も
限
定
的
弘
行
は
れ
た

校
に
忠
は
れ
る
。

問
、
易
の
倖
授

然
し
易
占
は
平
安
朝
に
入
り
陰
紘
一
認
の
盛
に
行
は
れ
る
に
従
び
一
紳
滅
官
の
鶏
ト
の
法
主
侵
す
校
一
に
な
り
、
市
し
℃
一
料
率
秘
儀
に
関
す
る
故

主
要
の
い
内
ト
と
な
る
と
共
に
な
〈
他
の
雑
ャ
け
と
共
足
掛
く
ん
治
敬
一
的
占
術
の
分
子
、
在
地
W
ぴ
℃
来
℃
、

A
V一
業
一
勝
負
等
の
如
き
枇
ん
叩
M
M

民
衆
の
一
般
卑
近

及
川
内
情
巳
も
投
事
る
絞
に
な
っ
た
9

然
し
今
も
法
一
ペ
た
如
く
限
定
的
秘
統
的
数
育
制
度
の
下
に
護
法
し
た
も
の
で
陰
陽
惑
に
於
け
る
易
山
一
も

賀
茂
・
安
倍
婚
家
の
教
職
と
な
っ
℃
之
巳
従
ム
事
生
も
鮮
〈
容
易
巴
他
一
家
の
入
に
も
体
へ
や
、
外
部
よ
り
窺
び
難
き
秘
法
化
し
℃
し
ま
っ
た
。

そ
れ
故
常
時
の
易
占
の
祇
態
を
知
る
記
録
が
存
し
ず
同
ゐ
註
い
の
で
あ
る
P

平
安
朝
ま
で
の
易
の
体
授
に
関
し
℃
は
、
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「
百
練
抄
」
に
、

寸
一
水
一
五
四
年
二
月
廿
一
一
一
日
。
長
積
一
一
尚
一
可
及
川
長
易
関
相
体
系
闘
。
品
川
相
公
授
令
弟
日
級
併
部
。
日
刊
州
出
μ
仁
海
併
.K
。
般
一
止
授
茂
範
併
部
。

懲
役
伐
と
品
開
問
梨
。
阿
思
表
心
也
。
締
結
心
強
択
小
翌
日
入
業
目
。
一
倍
山
内
孝
労
組
。
秀
樹
容
者
一
言
。
父
一
翌
日
一
相
公
。
浮
一
技
術

安
忠
允
D

法
仏
問
。
文
格
。
等
笈
の
納
言
入
迫
。
一
再
々
」

と
あ
り
つ
一
中
勝
」
に
も
ほ
べ
同
様
な
系
統
b
L
示
し
℃
ゐ
る
。
「
関
川
易
要
事
詰
」
に
も
上
市
に
於
け
る
易
の
体
授
の
校
採
な
述
べ
、
我
が
闘

に
俸
来
し
た
る
臼
坊
の
経
義
に
雑
訟
あ
る
は
文
郊
に
於
い
℃
続
々
の
異
同
あ
る
岱
で
あ
る
と
し
そ
の
大
様
b
L
述
べ
、
我
が
同
上
官
以
ぃ
糸
口
切
説
主

体
へ
る
に
税
々
の
家
流
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
提
言
陰
陽
紀
体
一
明
経
巳
各
々
の
秘
俸
を
放
し
℃
ゐ
る
ニ
と
を
法
ぺ
℃
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
我

閣
に
於
け
る
易
訟
巳
各
家
の
設
の
あ
る
の
は
我
が
凶
巳
於
い
℃
溺
特
注
総
主
生
み
出
し
た
も
の
で
友
く
支
那
よ
り
の
川
崎
(
訟
の
侍
米
の
お
寸
あ

る
ニ
と
が
推
察
山
内
来
よ
う
。
一
向
し
℃
「
間
以
部
長
一
帯
記
」
は
廷
に
そ
の
異
常
・
ψ

制
限
・
明
絞
等
の
体
授
系
統
乞
述
。
へ
℃

「
体
認
此
術
前
一
言
流
者
一
一
行
間
関
梨
授
城
公
和
尚
一
五
々
。
授
弘
法
一
五
々
。
持
羽
後
授
貞
奴
守
椴
正
式
々
。
数
修
湖
町
大
夫
長
見
。
川
〈
法
行
以

授
日
路
上
入
。
小
野
併
正
式
々
。
授
小
野
小
倫
γ

民
一
…
再
々
。
授
仁
親
一
再
々
。
授
一
福
知
段
倫
都
一
再
々
。
投
従
信
也
。
以
交
易
妓
以
授
来
十
殺
。
古

者
清
行
者
受
胎
漢
中
等
之
説
。
法
行
以
此
術
数
一
一
一
人
。
所
諮
日
放
・
浮
滅
・
大
江
也
ー
一
ω

と
迷
ペ
宿
線
流
に
つ
い
℃
は
、

「
府
側
峨
相
停
者
浮
戯
投
法
誠
一
広
々
。
投
接
安
一
再
々
。
授
行
一
純
一
五
々
。
授
忠
允
一
五
々
。
授
彦
俳
。
授
文
賛
。
投
懐
得
。
等
質
等
」
。

又
紀
傍
家
に
は

「
大
江
授
茂
明
…
広
々
。
授
雑
報
誌
々
。
授
長
持
一
再
々
。
授
岱
康
一
広
々
。
授
行
成
。
」

明
経
家
r
h

つ
い
℃
は

「
明
緩
和
停
者
共
相
体
総
承
各
見
子
家
系
議
也
9

不
可
不
体
。
活
元
英
人
必
可
深
給
。

若
強
体
之
。
部
資
受
'
害
。

鬼
神

有
共
入
必
倖
之
。

所
秘
。
一
議
以
際
、
O
L
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と
あ
る
?
滋
一
時
の
占
笈
衝
に
は
ニ
の
偽
算
出
然
流
等
も
あ
っ
た
が
そ
の
認
識
等
は
見
蛍
ら
友
い
。
そ
の
他
営
代
の
記
録
に
浅
さ
れ
℃
ゐ
る
人
と

し
℃
は
滋
-
品
川
入
〈
文
徳
資
銭
)
、
口
勺
刷
出
是
雄
、
(
政
事
要
略
)
賀
茂
忠
行
・
賀
茂
保
憲
(
今
昔
物
語
〉
安
供
情
明
(
大
鏡
・
古
事
諮
・
宇
治
拾
遺
・

十
劉
抄
〉
一
一
一
善
治
行
・
信
凶
入
道
(
今
鏡
v

大
江
医
房
(
江
談
抄
ν
等
の
如
き
人
々
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
℃
は
知
ち
符
な
い
が
、
尽

に
関
す
る
研
究
は
あ
る
程
度
行
は
れ
℃
ゐ
た
ら
し
く
、
宇
多
天
皇
寛
子
中
藤
原
佐
世
が
勅
b
L
奉
ヒ
℃
撰
し
た
「
日
本
現
在
盛
岡
口
付
録
」
に
は
五

行
家
に
関
す
る
も
の
と
し
℃
百
五
十
八
部
九
ぽ
十
九
容
を
奉
げ
℃
ゐ
る
。
そ
の
中
関
切
に
関
す
る
も
の
と
し
℃
、
四
十
数
殺
を
奉
げ
℃
ゐ
る

が
、
ニ
れ
等
に
よ
っ
℃
も
あ
る
絞
皮
そ
の
欣
態
を
推
察
出
来
よ
う
。

銃
に
媛
々
迷
ペ
た
如
く
平
安
朝
時
代
の
易
自
の
質
例
は
秘
訟
と
し
℃
隠
さ
れ
℃
ゐ
た
匁
世
に
残
一
つ
℃
ゐ
な
い
が
唯
一
二
の
史
惑
に
現
れ
た

も
の
を
挙
げ
れ
ば
「
議
記
」
に

「
一
え
養
一
五
年
五
月
九
日
己
米
。
任
問
問
梨
際
交
Q

得
念
ル
/
約
一
巡
点
的
疾
U

令
修
千
手
供
。
是
投
銭
易
綾
部
。
瓦
怨
一
常
性
才
士
。
余
深
傷
之

故
也
。
初
不
可
令
人
知
之
。
不
可
告
通
似
品
之
由
。
抑
合
間
関
梨
了
。
余
叉
瀦
千
年
陀
疑
問
山
二
十
一
説
。
泌
怒
・
日
熊
野
路
交
此
病
。
此
阿
開

梨
年
来
熊
野
入
功
。
的
殊
所
仰
巾
切
。
陰
陽
師
安
倍
i

諜
小
説
来
問
。
…
述
筆
校
弟
。
余
問
自
殺
一
育
者
。
的
目
。
一
巡
先
…
一
一
一
…
…
之
均
一
一
二
一
一
、
余
点
目
不

死
。
病
必
愈
山
欠
。
非
喰
約
之
愈
硲
む
。
文
逢
一
対
之
忍
而
勿
一
褒
己
。
今
所
勤
間
交
的
以
先
坤
椛
約
一
之
愈
部
巴
。
又
逢
対
一
之
思
雨
勿
愛
日
。
今

所
勤
間
交
仇
以
先
均
一
陶
卦
大
意
。
就
一
中
逢
計
一
之
閉
山
偏
機
坤
卦
之
意
。
」

又
尚
じ
く
「
議
記
」
に

「
久
議
二
年
五
月
十
七
日
本
ハ
亥
。
刀
川
一
誠
枚
白
披
滋
林
一
雑
点
病
部
。
閉
式
ハ
不
審
一
。
菜
桜
葉
。
設
似
一
枚
笈
於
位
同
。
務
復
時
一
告
。
廿
日
丙
究
。

娩
一
間
新
設
邸
来
日
。
給
問
中
日
。
御
推
倹
一
有
二
犬
。
是
均
六
一
一
一
交
入
薬
事
。
間
支
持
小
殺
事
也
己

と
あ
り
、
ロ
却
を
か
う
し
た
人
事
関
係
に
用
び
た
も
の
で
あ
ら
う
。
又
同
様
な
訓
と
し
℃
、
殿
憾
に
し

「
叫
品
川
、
水
元
年
一
ル
一
月
廿
六
日
己
末
。
依
キ
一
上
(
抑
制
河
〉
不
快
。
被
一
行
制
沼
郡
点
。
以
仲
御
市
給
江
中
約
一
一
一
同
日
一
針
。
令
彼
一
推
。
…
再
々
い

ー
と
あ
一
り
、
又
常
代
に
於
℃
は
易
点
に
よ
っ
℃
犬
一
物
を
採
し
臥
す
「
射
媛
」
な
る
も
の
が
流
行
し
℃
ゐ
た
様
で
あ
る
。
ご
一
一
代
資
録
い
に

一一位一一



寸
点
税
八
年
九
月
二
十
二
日
甲
子
一
段
弁
天
性
総
敏
。
臨
事
不
滞
。
思
議
優
滋
任
用
持
議
内
外
機
務
多
所
締
A

紘
一
再
々
、
又
者
射
媛
、
文
徳
天

皇
奥
山
民
人
滋
減
鈎
之
戯
臼
一
釣
銭
在
官
手
之
中
、
、
筏
令
夏
井
笈
之
。
捻
若
布
卦
日
、
有
小
女
者
育
衣
以
内
向
花
掠
常
者
鈎
在
北
ハ
左
手
中
。
帝

乃
探
特
大
挽
一
鴨
川
。
」

と
あ
り
叉
碕
絞
た
記
事
が
「
終
的
締
結
戦
」
肘
即
位
、
「
今
昔
物
詩
」
「
一
一
誤
認
ー
一
「
明
日
丘
町
山
」
等
に
も
M
m
ら
れ
る
。

か
く
の
如
く
り
切
点
の
方
は
秘
法
的
で
は
あ
る
が
割
合
活
設
な
致
民
主
な
し
た
が
易
紘
一
ゐ
方
は
例
経
博
士
の
み
に
よ
っ
℃
守
ら
れ
一
向
も
明
絞
博

士
は
専
ら
庶
制
の
み
を
接
守
し
℃
家
流
主
立
℃
注
疏
以
外
は
一
切
問
弁
訟
を
雑
へ
や
巣
は
訓
黙
ま
で
山
我
々
秘
法
b
L

立
℃
、
他
人
に
侍
へ
や
非
常

に
間
離
と
な
り
混
ん
だ
研
究
は
行
は
れ
な
か
っ
た
。
経
営
方
法
と
し
℃
は
延
安
式
の
大
感
式
に
ち

?
凡
一
一
総
一
議
論
者
総
記
・
友
体
各
制
限
七
百
七
十
日
。
潟
踏
・
儀
縦
・
毛
詩
律
各
凶
百
八
十
詩
。
問
問
易
一
一
一
百
二
十
日
、
俗
説
去
側
諸
令
各
二
百
日
。

一切日々
」

と
あ
る
が
設
時
の
製
薬
は
紀
俸
文
章
が
霊
ん
ぜ
ら
れ
℃
ゐ
た
誌
に
、
儒
品
川
(
は
詩
や
文
章
を
作
る
参
考
と
し
℃
の
み
読
ま
れ
、
そ
の
意
味
か
ら

易
経
等
一
は
重
ぜ
ら
れ
宇
た
ど
っ
一
代
笈
録
に
仁
和
二
年
広
一
禁
中
に
於
い
℃
弾
実
が
行
は
れ
た
時
に
御
親
拝
の
後
明
経
時
士
を
し
℃
周
易
b
L
諮
ぜ

し
め
ら
れ
た
事
が
絞
っ
℃
ゐ
る
の
み
で
あ
る
。

一
一
平
安
耕
民
於
い
℃
は
儒
壌
は
一
般
広
不
振
で
お
っ
た
の
で
唯
易
の
み
で
は
な
い
が
、
易
に
つ
い
℃
は
、
潟
易
主
殊
克
に
読
む
一
争
中
む
嫌
っ
た

際
協
と
し
℃
、
次
の
却
さ
興
味
あ
る
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
平
安
朝
頃
よ
り
始
っ
た
事
と
忠
は
れ
る
が
、
易
を
読
む
事
が
内
で
あ
る
と

仰
が
流
行
し
℃
ゐ
た
。
そ
の
設
撲
と
し
℃
三
承
認
」
に
、

主
口
ハ
藤
僚
級
長
也
。
)
欲
接
関
易
郎
是
所
以
可
制
地
ハ
晩
年
甲
子
革
令
之
議
也
。

市
総
人
体
一
五
。
島
氏
審
者
有
凶
一
再
々
。

又
一
式
五
十
以
後
可

撃。」

と
あ
れ
Y
V
一
話
時
に
争
、
い
丈
一
般
一
応
二
の
俗
信
が
一
行
は
れ
℃
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
克
巳
毅
長
が
そ
れ
主
批
特
し
℃
、

門
会
東
之
詠
一
事
業
一
無
期
発
。
一
一
一
、
知
論
語
蓮
続
者
一
小
結
十
一
時
拳
之
-
鈎
所
見
惑
J
然
部
瀦
恐
絡
語
。
出
制
之
使
泰
裁
祭
代
出
府
君
。
去
一
一
一
呂
欲
祭
依
溺

一一-63-一一
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延
引
P

今
時
好
〈
天
陰

.30
乗
燐
一
後
来
州
市
内
河
原
。
子
時
一
主
頻
降
。
乍
事
費
立
川
原
骨
議
府
君
問
。
感
易
極
天
地
之
理
者
。
是
京
道
・
也
。
兎

殆
山
泊
者
邪
心
也
。
邪
勝
一
北
者
非
天
之
心
凸
山
一
品
難
出
品
殆
之
。
準
易
者
可
被
共
凶
乎
。
雛
不
一
新
請
。
天
可
降
災
。
何
況
祈
訴
哉
。
出
之
一
大
快

情
。
月
広
見
天
。
胤
〈
善
治
法
。
此
一
宮
廷
は
抑
制
閥
単
易
一
法
。
非
諮
我
是
唯
人
也
。
零
獄
少
下
。
然
雨
余
下
車
就
感
。
泰
親
祭
之
。
不
レ
経
レ
松

雪
止
。
然
了
腕
宅
。
召
泰
貌
賜
衣
依
天
晴
也
。
一
五
々
。
」

と
述
べ
℃
ゐ
る
が
そ
れ
主
迷
信
と
し
℃
排
し
訟
が
ら
も
内
心
易
主
態
ぷ
事
に
射
し
℃
恐
れ
を
も
っ
℃
ゐ
た
ニ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
刀
〈
同
じ
く

ず
銃
記
応
、
「
上
略
俗
諺
一
五
日
物
多
込
山
諒
撃
者
一
之
仁
可
岡
武
也
。
又
一
五
五
十
以
後
可
閥
単
此
書
。

革
命
之
起
山
内
自
問
易
白

雨
明
年
甲
子
滋
革
命
否
、
難
待
攻
才
之
身
。
可
闘
群
議
之
席
。

不
窺
此
一
小
窺
此
護
者
難
以
隊
兵
一
趣
。
若
又
披
此
盛
岡
者
恐
不
発
北
ハ
徴
。
然
雨
俗
人
之
諺
未
議
所
出
リ
」

と
あ
り
、

か
う
し
た
迷
俗
も
周
日
却
を
態
ぷ
上
に
は
大
き
な
障
碍
と
な
っ
た
で
あ
ら
う
。

「
花
開
院
御
一
部
」

rM
も、

こ
の
俗
信
は
鎌
倉
時
代
ま
で
も
引
き
絞
い
℃
世
に
あ

っ
た
ら
し
く
、

「
正
中
二
年
六
月
十
七
日
乙
未
0
4

此
間
徒
然
之
同
議
易
統
1

是
知
命
瓦
十
才
之
後
一
可
見
此
妾
之
出
有
古
人
口
俸
。
而
寛
平
御
演
之
一
由
。
見

m
v
J
υ
¥
f
ル
H
ん

γ
仰
川
叩
仏
'
必
叫
円
。

羽川
v-窓
口

I
ヌ
J
I
J
叫
窓
口
グ

4
・4
H
L
/

米
勘
之
o

U
〈
漢
川
柳
人
多
以
幼
年
簡
単
之
。
予
心
中
病
問
知
之
。
市
去
年
て
有
夢
想
事
。
芳
以
符
合
之
矧
誠
之
也
。
い

と
あ
り
、

「
周
易
必
事
記
」

に
二
の
迷
信
の
出
来
乞
記
し
℃
ゐ
る
。

「
一
九
十
以
前
不
絞
易
有
訟
哉
。
部
設
公
玄
関
夜
歩
邸
玄
資
部
制
目
。
芳
年
少
何
経
穿
機
動
易
乎
。
有
会
色
弼
心
生
同
氏
怒
少
々
週
波
誠
一
卒
。
見

t
d
F
 

一
十
四
才
。
少
年
見
易
籾
有
共
体
敗
。
れ
し
治
容
年
間
十
四
才
9

活
五
十
以
前
不
可
読
易
問
刈
一
応
程
何

子
天
地
総
瑞
志
。
一
再
々
。

人
哉
。
命
.
升
白
羽
悦
疏
孔
子
・
府
幼
少
説
易
一
広
々
。

然
別
蛍
年
読
易
鍬
有
光
規
常
時
初
閥
単
之
誠
事
可
不
制
…
思
HR者
乎
。
殺
人
多
以
命
一
品
川
知
数
年
五

十
時
議
易
者
可
元
大
池
之
義
一
一
郎
防
長
一
九
ナ
巴
前
説
易
一
。
於
現
甚
不
可
申

刀
〈
孔
子
総
雨
好
一
易
一
五
々
何
以
鎚
晩
年
之
慰
Q

孔
郊
波
疏
料
之
。

四
十
台
才
時
節
相
ぃ
授
史
認
孔
子
世
家
在
・
恭
子
己
後
之
事
。
己
一
十
一
郎
設
以
怨
自
幼
議
易
。
亦
何
迷
之
有
不
布
禁
内
者
也
。
」

と
議
〆
℃
ゐ
る
。
今
考
へ
る
と
説
話
の
様
及
率
で
あ
る
が
‘
平
安
一
朝
の
貴
族
枇
舎
に
於
℃
は
か
う
し
た
迷
信
的
な
事
も
案
外
信
じ
ら
れ
、
特
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に
易
の
如
き
は
紳
秘
的
な
殺
げ
と
し
て
考
へ
℃
ゐ
た
ゐ
た
も
の
で
「
予
そ
れ
故
か
う
し
た
事
も
易
附
般
の
上
に
は
か
な
り
の
隙
を
な
し
た
と
思
は
れ

る。‘

L
一、

b
M
1

1

i

 

3
i

舟ホ

び

以
上
裁
が
閣
に
易
の
体
米
ず
る
の
前
後
よ
り
奈
良
平
安
朝
頃
ま
寸
の
事
情
巳
っ
き
め
ぼ
し
い
も
の
を
記
述
し
た
。
桜
め
℃
断
片
的
な
文
章

で
は
あ
る
が
以
上
に
よ
っ
℃
推
知
さ
れ
る
如
く
、
常
時
の
易
惑
及
易
忠
恕
は
陰
陽
道
と
結
び
迷
信
的
た
意
味
に
於
い
℃
相
常
た
影
響
b
L
m
(

へ

℃
ゐ
る
。
易
占
等
も
一
方
で
は
遊
戯
化
さ
れ
、
又
一
方
で
は
更
巳
迷
信
之
生
む
殺
に
な
り
易
の
惑
問
的
、
な
研
究
と
は
別
途
に
活
動
し
℃
し
ま

っ
た
。
易
経
の
芳
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
た
ど
明
絞
博
士
に
ょ
う
℃
専
ら
庶
制
を
ww
一
守
し
℃
家
流
を
立
℃
L

注
疏
以
外
は
一
切
誠
一
〈
訟
を
雑

へ
や
、

mK
は
訓
黙
ま
で
家
流
主
立
℃
t
A

秘
法
主
作
、
り
-
極
め
℃
問
踊
と
及
型
、
接
関
と
し
℃
は
注
疏
関
内
主
紡
相
す
る
の
み
で
あ
っ
た
Q

然
し
鎌
倉
に
入
り
宋
態
の
輸
入
と
共
に
信
感
は
勃
興
し
、
五
山
僧
に
も
足
利
践
が
校
等
に
於
い
℃
は
易
は
特
に
研
究
さ
れ
、
新
し
い
定
味
を

以
℃
易
態
易
出
品
ム
ハ
に
愛
好
す
る
者
が
多
く
な
り
，
更
に
怒
川
時
代
に
あ
っ
℃
は
臼
切
に
関
す
る
警
は
儒
品
川
(
中
第
一
位
乞
占
め
、
易
い
よ
い
は
砂
作
家
的

ー
な
警
の
出
版
、
又
略
笈
等
の
銭
に
極
め
℃
低
い
庶
民
府
教
応
、
ま
で
識
が
っ
た
の
で
あ
る
。
此
所
に
去
っ
℃
我
閣
に
於
け
る
易
は
そ
の
思
想
的
じ

ら
な
〈
文
化
的
な
影
響
に
於
い
℃
も
溺
自
な
も
の
が
現
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
た
ど
そ
れ
に
至
る
過
程
と
し
℃
先
づ
上
代
主
中
心
と
し
℃
、

一
二
の
問
題
、
を
取
上
げ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
多
忙
中
に
℃
ま
と
め
る
機
舎
も
強
/
¥
た
だ
卒
業
時
の
論
文
原
稿
よ
り
興
味
あ
る
黙
主
抜
刊
卒
し
た
'
の
み
で
、
極
め
℃
不
際
裁
な
叉

浅
薄
ト
な
も
の
と
た
つ
℃
本
舎
報
を
汚
し
た
事
は
探
く
都
入
る
次
第
で
あ
る
。
ハ
畝
傍
山
を
望
む
寓
居
に
℃
認
す
。
〉
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